
平成２４年度ユネスコパートナーシップ事業

ユネスコスクール地域交流会 in 多摩

校内体制 分科会
（学校全体で取り組む仕組みづくりについて）

平成２４年１１月２３日パルテノン多摩

江東区立八名川小学校長 手島利夫



教育課程の編成から、ＰＴＡ・地域を巻き込み、

パワーアップ交流会の開催まで・・・・・

ＥＳＤを踏まえた学校づくりのノウハウをお伝え

したいと思っております。



校内体制づくりで大切なこと

１、校長がＥＳＤで学校づくりをするという覚悟を決めること。

２、教育課程にＥＳＤを明確に位置づける。

３、校内研究と重ね、組織的・計画的に研究を進めること。

４，学年毎の年間指導計画（Ｎｅｗ！ＥＳＤカレンダー）を作成する。

５、単元ごとの展開表を問題解決的に
（子どもの学びに火をつける指導計画を作れること）

６、実践データの共有（年度ごと、その中に学年毎のフォルダを作成）

７、保護者の理解が学校を変える（教育方針の説明）

８，校内の実践交流から地域の交流へ（相互交流が校内を活性化する）
（ＡＣＣＵを通じてユネスコスクール公式ホームページも活用しよう。）



１、校長がＥＳＤで学校づくりをするという

覚悟を決めること。

・言われてやっているうちは本物にはならない！

（校長自身の問題解決意識が重要）



２、教育課程に

ＥＳＤを明確に
位置づける。

第１表 

学校名 江東区立 八 名 川  小学校 

１  教育方針 

 (1) 教育目標及び教育目標を達成するための基本方針 

 

 

   教育目標 

 人間尊重の精神を培い、広く国際社会において信頼と尊敬が得られる人間の育成を目

指し、地域社会の一員としての自覚をもつとともに、心身ともに健康で確かな判断力を

もち、道徳性にみちた自主的、主体的な児童の育成を目指して次の目標を設定する。 

 

◎ 自ら考え進んで学ぶ子 

○ 思いやりのある子 

○ 体をきたえ命を大切にする子 

 

 

 

 

 

 教育目標を 

 達成する 

ための 

基本方針 

○ 全教育課程を通じて「生きる力」の育成を重視し、持続可能な社会の担い手を育

む教育（ＥＳＤ）の視点から、環境教育・国際理解教育・人権教育などを総合的

にとらえ、各教科、領域の学習が横断的、総合的に進むように工夫する。 

○ 全教育活動を通して、人間尊重の精神を培い、互いの人格を尊重して行動できる児

童を育てる。そのために、道徳の時間を確実に確保し充実させると共に、児童の日

常生活を通して相手の立場に立って行動する態度を育てる。 

○ 児童一人一人の学習状況を把握し、基礎的・基本的な学習内容を身に付けさせると

同時に、考える力や創造力を培う。また、問題解決型の学習を進め自ら学ぶ力を育

てると共に、俳句を通して児童の創造力や日本語力を育てる。 

○ 家庭や地域との連携を通し、生活習慣の定着を図るとともに、食育や体力づくりの

運動を推進し、心身の健康の確立に努める。 

○ 児童理解に努め、いじめや不登校をなくし、児童が明るく生き生きと生活できる環

境づくりを行う。 

○ 心の教育を重視し、園児やお年寄り、異年齢集団での活動を大切にすることによっ 

て、社会性を育てる。 

○ 教師の授業力を向上させ、毎日の授業を充実させるために、実践交流や研修の日常

化を図る。 

○ 地域と共に歩む学校づくりを推進するために、保護者や地域の協力を求める。また、

地域行事への参加や共同事業に積極的に取り組み、地域と連携しながら各団体や保

護者、地域の力を学校教育に結集させることを目指す。 

 

 

 (2)  特色ある教育活動 

 

○ ユネスコスクールとしてＥＳＤを踏まえた教育の充実と成果の発信を図る。 

○ 個に応じた指導を進め、児童一人ひとりの学力と体力の向上を図る。 

○ 学習塾と連携し、個への指導の充実と、論理的思考の育成を図る。 

○ 放課後クラブと連携し、夏季・冬季休業中に全日学習教室を実施する。 

○ 体力向上を目指し、マラソン週間や縄跳び週間を充実させる。校庭芝生化の特徴を生かした体育の

授業や夏季休業中の水泳特別教室を行い、体力の向上を図る。また、わんぱく相撲やフットサル・

サッカー・陸上・水泳・ドッジボール大会など、区や地域の大会に積極的に参加する。                                 

○ 異年齢集団活動を取り入れ「全校遠足」「お弁当給食」「縦割り集会」などを実施し、全校児童の

人間関係を深める。                                     

○ 幼稚園や保育園、中学校との交流、同窓会や老人クラブ・町会など地域の方々とのふれあいを深め

る。 

○ 毎週金曜日に俳句タイムを設け、地域の歴史的な文化である俳句に日常的に取り組む。 

○ 児童や地域の方々の作品を学校内外に展示したり、各種コンクールに参加したりする。また、吹奏

楽部の伝統を発展させ、地域で発表する場を設ける。 

  
 



３、校内研究と重ね、組織的・計画的に研究を進めること。

４，学年毎の年間指導計画（Ｎｅｗ！ＥＳＤカレンダー）を

作成する。

５、単元ごとに問題解決的な展開表を作成する。
（子どもの学びに火をつける指導計画を作れる教師）

校内研究の進め方



環境の問題は自分たち
だけが取り組んでもだめ
です。国際的な協力の
システムが必要です。

お互いの国の文化や生き方
を尊重できなくては、協力
なんてできません。自国の
文化への誇りも重要です。

国際的に協力するためには、
人として、互いの命や人権を
大切にする気持ちが元になり
ます。

お互いを尊重する気持ちが、
協力してより良い世界を
創る元になります。



教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

算数

理科

社会

総合

英語

特活

道徳

音楽

図工

体育

家庭

第 ６学年　ＥＳＤカレンダー 江東区立八名川小学校

八名川まつり

環境の教育 多文化の理解 人権・命の教育 国際的な協力

俳句づくり

江戸・深川 の歴史を調べ、

この町を語ろう

世界の平和と日本の役割

ようこそ、わたしの

たちの町へ
とんぼの俳

句を比べる

長生き

ばんざい

世界が１００人の

村だったら

古きよき心

平和につい

て考える

長く続いた戦争

と人々の暮らし

江戸の文化をつ

くりあげた人々

電気の性質とはたらき

太陽がくれたエネルギーとわ

たしたちのくらし

日常の食事と調理

の基礎

世界の中の日本私たちの生活と政治

生物と地球の環境

地球があぶない

日本の音楽を味わおう

外国の友達の教室から

動物に食べら

れる植物

病原体と体の抵抗力 喫煙・飲酒・薬物

同じ地球の子ども

たち

学年毎の年間指導計画をつくる



 

江東区立八名川小学校 

  総合的な学習の時間 第６学年 指導計画 

４月   ５月   ６月   ７月   ８月   ９月   １０月   １１月   １２月   １月   ２月   ３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元名「江戸・深川の歴史を調べ、この町を語ろう。」（２１時間） 単元名「太陽がくれたエネルギーとわたしたちのくらし」（１１時間） 単元名「世界の平和と日本の役割」（２１時間） 

【ねらい】 

自分が生まれ育った地域の歴史や文化に目を
向け、地域に対する誇りや愛着を育てていく。 

【課題の把握】 

○歴史小説家の牧さんの話をきっかけに、自分
が生まれ育った地域の歴史や文化に目を向
け、「自分たちも様々な切り口からこの町の
歴史や文化を語れるようになろう」という課
題意識を明確にする。 

【問題追究】 

○「木場の移り変わり」「江戸時代から明治に
かけての水上交通」「「神明宮の祭りと深川の
発展」「食からさぐる深川のくらし」等のテ
ーマ毎にグループを作り、調べ・発表の準備
をする。 

【まとめ・吟味する】 

○調べたことをもとに、グループでまとめ、５
年生や家族・地域の方にポスターセッション
で発表する。 

【発 展】 

○自分や友達の発表をもとに、興味もったこと
について、夏休みの研究課題等に広げる。 

【地域人材・関係機関】 

○歴史小説家 牧先生 

○地域の方々 中村さん、小町さん 

○芭蕉記念館、番所橋資料館、和船友の会 

【ねらい】 

有限な化石燃料について知り、将来を考えたエネ
ルギーの使い方を考えていく。 

【課題の把握】 

○将来、化石燃料が枯渇することを知り、
３０年後、５０年後の自分や自分の子孫
たちのくらしの課題について話し合う。 

○自然の力を利用してエネルギーを作り出
せることを学び、自ら考え行動する力を
養う。 

【問題追究】 

○太陽がくれたエネルギーを私たちの暮ら
しにどのように取り入れ、どのように活
用していくか目を向け直する。 

【まとめ・吟味する】 

○調べたことをもとにこれからのエネルギ
ーの供給と私たちのくらしについて考え
る。 

【発 展】 

○。風力発電、地熱発電など、自然の力を
利用してエネルギーを得る方法を知り、
日常の生活に生かそうとする。 

【地域人材・関係機関】 

○東京ガス 

【ねらい】 

国際社会と日本の関係について調べ、これから
の日本のあり方について考えていく。 

【課題の把握】 

○新聞やニュース、写真、資料などから日本
の国際交流や国際協力の様子を知る。 

○平和な国際社会の実現に努力している国際
連合の働きに関心をもたせる。 

○ゲストティチャーの話から世界の情勢を知
る。 

【問題追究】 

○平和な国際社会を目指して、日本が国際社
会の中で重要な役割を果たしていることに
ついて調べる。 

【まとめ・吟味する】 

○調べたことをもとにこれからの日本のあり
かたについて考える。 

【発 展】 

○世界の国々の人々とともに生きていくため
には何が重要なのか自分なりに考えたこと
を発表する。 

 

○「感謝の会」の計画を立てる。 

 

【問題追究】 

○卒業式の意義について考える。 

○感謝の会を行う意味を考える。 

 

【まとめ・吟味する】 

○自分たちのできる範囲の中で計画実行する。 

【発 展】 

○感謝の会を行い、６年間の思い出と自分の将来の夢に

ついて発表する。 

【地域人材・関係機関】 

○国際理解支援協会講師 

【俳句づくり】  朝の俳句づくり（毎週金曜・朝 15 分）＋句会（月１日）・・・年間 3 冊の全校児童句集を作成 



「持続可能な社会づくりに関わる課題を
見いだし、それらを解決するために必要
な能力や態度を身に付けること」

「基礎・基本を確実に身に付け、いかに社会
が変化しようと、自ら課題を見つけ、自ら学
び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、より
よく問題を解決する資質や能力」

生きる力 ESDで育てたい力

キーワード 問題解決的な学習
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児童が自ら学ぶ、学習の進め方
（故・古川清行先生から学んだ問題解決型学習）

課題把握 問題追究 考察まとめ 発展



問題解決的な単元展開

学びに火をつける 調べる まとめる つたえ合う

問題に気づかせる

火をつける

テーマを決める

計画する

調べる

まとめる・練り直す つたえ合う・取り組む



国立教育政策研究所
「持続可能な発展のための教育（ＥＳＤ）を

学校でどのように進めるか？！」より



育てたい力を明確にし、学習過程に位置づけた
評価規準の作成



６、実践データの共有

（年度ごと、その中に学年毎のフォルダを作成）



７、保護者の理解が学校を変える
（教育方針の説明）

・慎重に、いつ、どこから、どのように説明したら
理解や協力が得られるだろうか。

・八名川小学校では、本格的な説明は着任３年
目の新年度保護者会から。

・保護者の【理解しよう協力しよう】という姿勢も
生まれます。



ん来な

ユネスコスクールとして、地域の明るい未来を育てます！
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【げんきっず】 
白幡先生          ・自習／色鉛筆・そろばん 

             アートフラワー・墨絵 

習字・理科工作等の各講座 

【八名川小学校】 

 

 

 

手島校長先生 

･児童委員会活動 

 ･各クラブ活動 

 ･吹奏楽部 

 
【ｳｨｰｸｴﾝﾄﾞ
ｽｸｰﾙ】 

 

 

 

津野事務局長 

・11 講座運営 
・申込み受付 
・WES祭開催 

月曜日～金曜日 

 

 

 

授

業

時

間 

放

課

後 

土曜日 日曜日 

【PTA 本部】 

 

長谷川 PTA 会長 
 
・運営委員会 
・広報部／児童文化部／校外安全部 
・ホームページ委員会 
・バレーボール等の PTA 運動部 
・みどり、図書、読み聞かせ、 
お花や芝生等の 
各種ボランティア活動 

 

 

 

 

 

                               

  

 

  

  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
町会・同窓会・地域関係機関 

八名川小学校の児童の豊かな学びを支えるネットワーク 

【やながわファミリー】 

          （八名川校友会） 

白川会長 

・カレンダーや新聞の発行 

・お花の会等の各種ボランティア活動 

・八名川の昔を語る会等の各種講座 



平成２４年１月吉日 

保護者・地域・ユネスコスクール関係各位 

 

江東区立八名川小学校長 手島利夫  

 

ユネスコスクールとしての実践・公開のご案内 

 

① 「八名川まつり」 

 

１月２７日（金）『世界を学び 身近にいかそう 八名川まつり」をテーマに、全校

児童による八名川まつり（ＥＳＤ実践交流会）を開催いたします。校内だけでなく幼

稚園・保育園からの参観も含め、保護者や地域にも向けて発信する場を創ることにし

ました。第一回目ですのでどの程度に充実が図れるか、未知数ですが、今後に向けた

一歩が踏み出せそうです。保護者・地域の方々の他、ＥＳＤの実践・推進に興味のあ

る方でしたら、研究者でも学生さんでも関係機関の方々でもご参観いただけます。お

気軽においでください。 

発表ブースへの参加については、児童優先ですのでご協力ください 

日時：１月２７日(金）午前９時２０分～１１時２０分 

場所： 本校各教室等及び体育館 

 

② 校内研究会（ＥＳＤ実践発表会） 

 

「確かな学びを 豊かな探究に！ 生活科・総合的な学習の時間で創る 愉しい授業」 

～地域に根ざしたユネスコスクールの実現～ 

 本年度の各学年での主な取り組みを職員がプレゼンし合い、共有し、次年度の実践

につなげる取り組みです。この日の講師も目白大学人間学部長の多田孝志先生にお願

いしています。こちらもいわゆる研究発表会ではありませんが、保護者・地域・ＥＳ

Ｄ関係者には公開したいと思っております。 

 

日時：２月２１日（火）午後２時～４時 

場所：本校会議室（人数によってはランチルーム） 

（川田先生、終了後、校長室にていつも多田先生との懇談を５時頃までしています。） 

※ ＥＳＤはなるべく広く、大勢の力で進めていくことが重要だと思っております。

つたない取り組みですが、お近くに学校現場でのユネスコスクール・ＥＳＤに興味の

ある方がいらっしゃいましたら、ご紹介いただけますよう、お願いいたします。 

 

            江東区立八名川小学校 電話：０３－３６３３－５４２８ 

        (制限はありませんが、前もってご連絡いただけましたら幸いです） 

 

本校の職員は今年度も「確かな学びを豊かな探究に！生活科・総合的な学習の時間で
創る愉しい授業」 ～地域に根ざしたユネスコスクールの実現～ をテーマに掲げ、研究・
研修を進めます。

先日ご案内しましたとおり、毎月行う研究会は公開しておりますのでお気軽にご参加くだ
さい。保護者や地域の皆様と一緒に八名川小学校の学びを創っていけたら素敵だなと
思っております。ユネスコスクール関係者やＥＳＤの研究者、企業やＮＰＯ関係者等のご参
加があるかも知れませんが、様々な方とともに学ぶ中で、子どもたちのために充実した教
育を進めたいと考えますのでご理解ください。

５月２４日（木）午後２時３０分～４時 には目白大学副学長・多田孝志先生のご講演をも
とに「子どもの学びに火をつける授業づくり」について考えたいと思います。

演題 「子どもの学びに火をつける授業づくり」

６月２６日（火）５年、７月１０日（火）６年、９月２０日（木）４年、１０月３１日（水）３年、１１月
１２日（月）１年、１２月１０日（月）２年 の各回は授業研究会で、午後１時３０分から４時の
予定です。１月２２日（火）午前には八名川まつり、２月２７日（水）２時３０分～ には全学
年からの実践報告会も予定しております。

八名川小の学びを創る





８，校内の実践交流から地域の交流へ

・相互交流が校内を活性化します

○ 児童からの発信・・・八名川まつり
１月２２日（火）９：３０～１１：３０

○ 職員からの発信・・・ＥＳＤパワーアップ交流会
２月２７日（水）２：００～４：３０







ユネスコスクールガイドライン
ユネスコスクールとして大切なこと
● 国内外のユネスコスクール相互間のネットワークを介して、

互いに交流相手の良さを認め合い、学び合うこと。
● 地域の社会教育機関、NPO等との連携などを通じて、開か

れたネットワークを築くよう努めること。
● 校内外における各種研修の充実・活用を図るなど、ユネス

コスクールの活動を通じて広く学校外にも働きかけ、我々人
類社会が持続的に発展するよう心がけること。

● 学校経営方針等にユネスコスクールの活動に取組むことを
明確に示し、学校全体で組織的かつ継続的にユネスコス
クールの活動に取組みやすくすること。

● ユネスコスクールの活動を自らの学校評価の項目に盛り込
み、活動の質の向上に努力すること。

● 必要に応じ、ASPUnivNet6加盟大学をはじめとする高等
教育機関の支援や協力を得ながら、ユネスコスクールの活
動の充実に努めること。



ユネスコスクールガイドライン

持続発展教育推進拠点として大切なこと

● 持続発展教育（ESD）を通じて育てたい資質や能力を明確にし、
自分で、あるいは協働して、問題を見出し解決を図っていく学習
の過程を重視した教育課程を編成するよう
努めること。

● 総合的な学習の時間を中心とした教科横断的な指導計画を立
てるなど、指導内容を適切に定め、さらに、指導方法の工夫改
善に努めること。

● 持続発展教育（ESD）の推進拠点として、研究・実践に取り組
み、その成果を積極的に発信することを通じて、持続発展教育
（ESD）の理念の普及に努めること。



ご静聴ありがとうございました。

江東区立八名川小学校長
手島利夫

平成２４年度ユネスコパートナーシップ事業

ユネスコスクール地域交流会 in 多摩

校内体制 分科会
（学校全体で取り組む仕組みづくりについて）


